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平成 27 年２月 10 日 

各  位 

フィデアホールディングス株式会社 

株 式 会 社  荘 内 銀 行 

株 式 会 社  北 都 銀 行 

 

 平成 27 年 3 月期（平成 26 年度）第３四半期 決算概要について  

 

フィデアホールディングス株式会社（本社：仙台市、社長：里村 正治、以下「フィデアＨＤ」）は、平成 27 年３

月期（平成 26 年度）第３四半期連結業績等の概要と、株式会社荘内銀行（本店：山形県鶴岡市、頭取：國井 英夫、

以下「荘内銀行」）及び株式会社北都銀行（本店：秋田市、頭取：斉藤 永吉、以下「北都銀行」）の単体業績等につ

きまして、下記の通りお知らせいたします。 

記 

1. フィデアＨＤ 

(1) 平成 27 年３月期第３四半期（平成 26 年４月１日～平成 26 年 12 月 31 日）連結業績 

経常利益及び四半期純利益は、資金利益や役務取引等利益の増加、与信関係費用の減少等により前年同

期比増益。第３四半期の経常利益及び四半期純利益としては、グループ創設以来の最高益を更新。 

譲渡性預金を含む預金等残高は、個人預金、法人預金を中心に前年同期末比 1,038 億円（4.2％）増加し

２兆 5,238 億円。貸出金の期末残高は、個人ローン、地方公共団体向け貸出を中心に前年同期末比 910 億

円（5.5％）増加し１兆 7,179 億円。 
番号

経常収益 (1) 37,734 百万円 37,869 百万円 △ 134 百万円 △ 0.3 ％

業務純益 (2) 8,830 百万円 7,508 百万円 1,322 百万円 17.6 ％

コア業務純益* (3) 7,347 百万円 6,955 百万円 392 百万円 5.6 ％

経常利益 (4) 9,101 百万円 8,065 百万円 1,036 百万円 12.8 ％

四半期純利益 (5) 7,355 百万円 5,016 百万円 2,338 百万円 46.6 ％

総資産 (6) 28,043 億円 26,099 億円 1,944 億円 7.4 ％

預金等（譲渡性預金を含む） (7) 25,238 億円 24,199 億円 1,038 億円 4.2 ％

貸出金 (8) 17,179 億円 16,269 億円 910 億円 5.5 ％

有価証券 (9) 9,505 億円 8,391 億円 1,114 億円 13.2 ％

金融再生法開示債権額 (10) 41,633 百万円 43,355 百万円 △ 1,722 百万円 △ 3.9 ％

総与信に占める割合 (11) 2.36 ％ 2.59 ％ △ 0.23 ％

*コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益（５勘定尻） ＋ 一般貸倒引当金純繰入額 (以下、同様。)

【合算】 不 良 債 権

【連結】

損 益

前年同期（末） 前年同期（末）比 同増減率

主 要 勘定 残高
（ 末 残 ）

フィデアＨＤ

 

 

(2) 平成 27 年３月期連結業績予想 

フィデアＨＤ、荘内銀行、北都銀行の３社とも平成 26 年 11 月 10 日に公表いたしました業績予想に変更

はございません。 

番号

経 常 利 益 (12) 9,600 百万円 △ 565 百万円 △ 5.5 ％

当 期 純 利 益 (13) 7,000 百万円 779 百万円 12.5 ％
フィデアＨＤ（連結）

通期
前期比 同増減率

 
（次ページへ） 

 

【本件に関するお問い合わせ先（報道関係）】 

フィデアホールディングス ＩＲグループ 

大石 TEL：022-290-8800 

佐藤 TEL：023-626-9006 

市田 TEL：018-833-4211 

 

詳しくは、「平成 27 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 



 

2/2 

 

 

 

2. 荘内銀行 

(1) 平成 27 年３月期第３四半期（平成 26 年４月１日～平成 26 年 12 月 31 日）単体業績 

経常収益は、有価証券利息配当金の積み上げによる資金運用収益の増加や預かり資産関連の役務取引等

収益の増加により前年同期比増収。業務純益、コア業務純益、経常利益、四半期純利益は、いずれも前年

同期比増益。第３四半期の四半期純利益としては、四半期開示開始以来の過去最高益を更新。 

譲渡性預金を含む預金等残高は、個人預金、法人預金が増加し、前年同期末比 829 億円（6.8％）増加の

１兆 2,900 億円。貸出金残高は、個人ローン、地方公共団体向け貸出を中心に前年同期末比 427 億円（4.8％）

増加し 9,258 億円。 

番号

経常収益 (14) 18,602 百万円 18,565 百万円 37 百万円 0.2 ％

業務純益 (15) 4,387 百万円 3,859 百万円 528 百万円 13.6 ％

コア業務純益* (16) 4,126 百万円 3,947 百万円 179 百万円 4.5 ％

経常利益 (17) 4,583 百万円 4,298 百万円 285 百万円 6.6 ％

四半期純利益 (18) 2,901 百万円 2,683 百万円 218 百万円 8.1 ％

預金等（含む譲渡性預金） (19) 12,900 億円 12,070 億円 829 億円 6.8 ％

貸出金 (20) 9,258 億円 8,830 億円 427 億円 4.8 ％

有価証券 (21) 4,674 億円 3,731 億円 942 億円 25.2 ％

金融再生法開示債権額 (22) 24,214 百万円 17,982 百万円 6,231 百万円 34.6 ％

総与信に占める割合 (23) 2.56 ％ 1.99 ％ 0.57 ％

【
単
体

】

損 益

主 要 勘 定 残高
（ 末 残 ）

不 良 債 権

荘内銀行
前年同期（末） 前年同期（末）比 同増減率

 

 

(2) 平成 27 年３月期単体業績予想 

番号

経 常 利 益 (24) 4,700 百万円 325 百万円 7.4 ％

当 期 純 利 益 (25) 2,850 百万円 239 百万円 9.1 ％
荘内銀行（単体）

通期
前期比 同増減率

 
 

3. 北都銀行 

(1) 平成 27 年３月期第３四半期（平成 26 年４月１日～平成 26 年 12 月 31 日）単体業績 

経常収益は、有価証券利息配当金を中心に資金運用収益が増加し前年同期比増収。資金利益の増加のほ

か、与信関係費用や税金費用の減少等により、業務純益、コア業務純益、経常利益、四半期純利益はいず

れも前年同期比増益。第３四半期の四半期純利益としては、四半期開示開始以来の過去最高益を更新。 

譲渡性預金を含む預金等残高は、個人預金、法人預金が増加し、前年同期末比 212 億円（1.7％）増加の

１兆 2,541 億円。貸出金残高は、個人ローン、法人向け貸出、地方公共団体向け貸出のいずれも増加し、

前年同期末比 514 億円（6.7％）増加の 8,082 億円。 

番号

経常収益 (26) 17,506 百万円 17,023 百万円 483 百万円 2.8 ％

業務純益 (27) 3,903 百万円 3,153 百万円 750 百万円 23.7 ％

コア業務純益* (28) 2,742 百万円 2,590 百万円 152 百万円 5.8 ％

経常利益 (29) 3,746 百万円 2,747 百万円 998 百万円 36.3 ％

四半期純利益 (30) 3,904 百万円 1,502 百万円 2,402 百万円 159.9 ％

預金等（含む譲渡性預金） (31) 12,541 億円 12,328 億円 212 億円 1.7 ％

貸出金 (32) 8,082 億円 7,568 億円 514 億円 6.7 ％

有価証券 (33) 4,916 億円 4,744 億円 172 億円 3.6 ％

金融再生法開示債権額 (34) 17,418 百万円 25,372 百万円 △ 7,953 百万円 △ 31.3 ％

総与信に占める割合 (35) 2.12 ％ 3.30 ％ △ 1.18 ％
不 良 債 権

【
単
体

】

前年同期（末）比 同増減率
北都銀行

主 要 勘 定 残高
（ 末 残 ）

前年同期（末）

損 益

 

 

(2) 平成 27 年３月期単体業績予想 

番号

経 常 利 益 (36) 4,000 百万円 △ 760 百万円 △ 15.9 ％

当 期 純 利 益 (37) 3,900 百万円 1,023 百万円 35.5 ％
北都銀行（単体）

通期
前期比 同増減率

 
以 上 


